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取扱説明書取扱説明書取扱説明書取扱説明書取扱説明書     ＜別冊＞＜別冊＞＜別冊＞＜別冊＞＜別冊＞

CD-R/RWCD-R/RWCD-R/RWCD-R/RWCD-R/RWドライブの使用方法ドライブの使用方法ドライブの使用方法ドライブの使用方法ドライブの使用方法
本書は取扱説明書の別冊版で、本機のリアパネルに装備されている [USB HOST] [USB HOST] [USB HOST] [USB HOST] [USB HOST] ポートに
外部CD-R/RWドライブを接続して、CD-DAのオーディオCDを作成する方法を記載してい
ます。外部CD-R/RWドライブを使ってオーディオCDを作成するには、取扱説明書・本文
と併せて本書をお読みください。

本機に接続可能な本機に接続可能な本機に接続可能な本機に接続可能な本機に接続可能なCD-R/RWCD-R/RWCD-R/RWCD-R/RWCD-R/RWドライブについてドライブについてドライブについてドライブについてドライブについて（（（（（重重重重重要要要要要ででででですすすすす！！！！！）））））
[USB] ポートを装備し、電源が単独で供給できるドライブであれば、本機の [USB HOST] ポートに接続
して使用できます。
本機は、“USB BUS POWERUSB BUS POWERUSB BUS POWERUSB BUS POWERUSB BUS POWER機能機能機能機能機能”（本機からUSBケーブルで電源をドライブ側へ供給する機能）を搭載
していません。そのため、本機には“USB BUS POWERUSB BUS POWERUSB BUS POWERUSB BUS POWERUSB BUS POWER”タイプのCD-R/RWドライブを接続することは
できません。

なお、ドライブ・メーカーの事情で使用可能な機種が変更になることがあります。お手数でも、最新の使用
可能なドライブ情報を当社ホームページ（http://www.fostex.jphttp://www.fostex.jphttp://www.fostex.jphttp://www.fostex.jphttp://www.fostex.jp）でご確認ください。

（（（（（CD-R/RWCD-R/RWCD-R/RWCD-R/RWCD-R/RWドライブ未搭載のドライブ未搭載のドライブ未搭載のドライブ未搭載のドライブ未搭載のMR16MR16MR16MR16MR16専用）専用）専用）専用）専用）
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*CD-DA:*CD-DA:*CD-DA:*CD-DA:*CD-DA: Compact Disc Digital Audio Compact Disc Digital Audio Compact Disc Digital Audio Compact Disc Digital Audio Compact Disc Digital Audioの略で、の略で、の略で、の略で、の略で、一般的にオーディオ用として流通している一般的にオーディオ用として流通している一般的にオーディオ用として流通している一般的にオーディオ用として流通している一般的にオーディオ用として流通しているCDCDCDCDCDの正式名称の正式名称の正式名称の正式名称の正式名称
です。です。です。です。です。CDCDCDCDCDの音声記録用アプリケーション規格で、の音声記録用アプリケーション規格で、の音声記録用アプリケーション規格で、の音声記録用アプリケーション規格で、の音声記録用アプリケーション規格で、フォーマットは規格書フォーマットは規格書フォーマットは規格書フォーマットは規格書フォーマットは規格書“““““Red BookRed BookRed BookRed BookRed Book”””””で規定されていまで規定されていまで規定されていまで規定されていまで規定されていま
す。す。す。す。す。オーディオ信号はオーディオ信号はオーディオ信号はオーディオ信号はオーディオ信号はPCMPCMPCMPCMPCM符号化されたステレオ符号化されたステレオ符号化されたステレオ符号化されたステレオ符号化されたステレオ・・・・・デジタル信号で、デジタル信号で、デジタル信号で、デジタル信号で、デジタル信号で、サンプリング周波数はサンプリング周波数はサンプリング周波数はサンプリング周波数はサンプリング周波数は44.1kHz44.1kHz44.1kHz44.1kHz44.1kHz、、、、、量量量量量
子化ビット数は子化ビット数は子化ビット数は子化ビット数は子化ビット数は1616161616ビットで記録されます。ビットで記録されます。ビットで記録されます。ビットで記録されます。ビットで記録されます。
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外部CD-R/RWドライブをご使用いただく前には、必ず下記事項をお読みください。

使用可能な使用可能な使用可能な使用可能な使用可能なCD-R/RWCD-R/RWCD-R/RWCD-R/RWCD-R/RWディスクについてディスクについてディスクについてディスクについてディスクについて
本機の本機の本機の本機の本機の [USB HOST]  [USB HOST]  [USB HOST]  [USB HOST]  [USB HOST] ポートに接続する外部ポートに接続する外部ポートに接続する外部ポートに接続する外部ポートに接続する外部CD-R/RWCD-R/RWCD-R/RWCD-R/RWCD-R/RWドライブでは、ドライブでは、ドライブでは、ドライブでは、ドライブでは、下記マークの付いたディスクが使用可能下記マークの付いたディスクが使用可能下記マークの付いたディスクが使用可能下記マークの付いたディスクが使用可能下記マークの付いたディスクが使用可能
です。です。です。です。です。

Recordable

ReWritable

＜＜＜＜＜CD-RCD-RCD-RCD-RCD-Rディスク＞ディスク＞ディスク＞ディスク＞ディスク＞
新品で、かつ記録可能な領域が十分なディスクであれば、ファイナライズ処
理するまで追記録が可能です（“Track at once ”モードのみ追記可能）。

＜＜＜＜＜CD-RWCD-RWCD-RWCD-RWCD-RWディスク＞ディスク＞ディスク＞ディスク＞ディスク＞
新品で、かつ記録可能な領域が十分なディスクであれば、ファイナライズ処
理するまで追記録が可能です（“Track at once ”モードのみ追記可能）。

＜＜＜＜＜CDCDCDCDCDディスク＞ディスク＞ディスク＞ディスク＞ディスク＞
市販のオーディオCDなど、このマークが付いたディスクはTOCのみ確認
でき、記録することはできません。

＜注意＞＜注意＞＜注意＞＜注意＞＜注意＞：：：：：外部CD-R/RWドライブでは、CD-DAフォーマットで記録したオーディオCD（または市販のオー
ディオCD）を再生することはできません。

CD-R/RWCD-R/RWCD-R/RWCD-R/RWCD-R/RWディスクの取り扱いについてディスクの取り扱いについてディスクの取り扱いについてディスクの取り扱いについてディスクの取り扱いについて
● CD-R/RWディスクを持つ場合は、信号面に指紋やホ
コリ、傷などが付かないよう気を付けてください。
ディスクの両端をはさむように持つか、ディスク中央
の穴と端を挟んで持ってください。

● ディスクのレーベル面に、紙やシールを貼らないでく
ださい。特に、レーベル面に傷を付けないでください。
傷が付くと記録／再生ができなくなることがあります。
また、レーベル面には、市販のフェルト・ペン、また
はそれと同等のペン以外は使用しないでください。先
の硬いペン（ボールペン、エンピツなど）などは、絶
対に使用しないでください。ディスクを破損させてし
まいます。

● ヒビが入ったり、反っているディスクは、絶対に使用
しないでください。ドライブの故障の原因となります。

● ディスクにホコリや指紋などの汚れが付いた場合には、
柔らかく乾いた布、またはエチルアルコールを含ませ
た布で、ディスクの内周から外周方向へ軽く拭いてく
ださい。ディスクの円周方向へは拭かないでください。

ご使用前にお読みください！ご使用前にお読みください！ご使用前にお読みください！ご使用前にお読みください！ご使用前にお読みください！
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オーディオオーディオオーディオオーディオオーディオCDCDCDCDCDに作成できるトラックに作成できるトラックに作成できるトラックに作成できるトラックに作成できるトラック・・・・・データについてデータについてデータについてデータについてデータについて
CD-DAフォーマットのオーディオCDが作成できるのは、下記いずれかの方法でトラック15/16にバ
ウンスしたデータ（完パケした曲）を、ステレオWAVファイルに変換したトラック・データです。

（（（（（11111））））） トラックトラックトラックトラックトラック11111～～～～～1414141414をトラックをトラックをトラックをトラックをトラック15/1615/1615/1615/1615/16にバウンスしたモノにバウンスしたモノにバウンスしたモノにバウンスしたモノにバウンスしたモノ・・・・・ファイルを、ファイルを、ファイルを、ファイルを、ファイルを、ステレオステレオステレオステレオステレオWAVWAVWAVWAVWAV
ファイルに変換したトラックファイルに変換したトラックファイルに変換したトラックファイルに変換したトラックファイルに変換したトラック・・・・・データデータデータデータデータ

（（（（（22222））））） トラックトラックトラックトラックトラック11111～～～～～1616161616をををををNewNewNewNewNewソングのトラックソングのトラックソングのトラックソングのトラックソングのトラック15/1615/1615/1615/1615/16へバウンスしたモノへバウンスしたモノへバウンスしたモノへバウンスしたモノへバウンスしたモノ・・・・・ファイルを、ファイルを、ファイルを、ファイルを、ファイルを、
ステレオステレオステレオステレオステレオWAVWAVWAVWAVWAVファイルに変換したトラックファイルに変換したトラックファイルに変換したトラックファイルに変換したトラックファイルに変換したトラック・・・・・データデータデータデータデータ

バウンスについての詳細は、取扱説明書・本文の75～88ページを参照し、トラック15/16のデータ
をステレオWAVファイルに変換する詳細は、同じく104～106ページを参照してください。

#####001.wav

Song

#####002.wav

#####003.wav

#####008.wav

2 MIX

*********.wav

本機では、トラック15/16にバウンスした曲をステ
レオWAVファイルに変換すると、そのWAVファイ
ルは変換元のソング・フォルダー内にある“2MIX
フォルダー”に格納されます（左記図を参照）。詳細
は取扱説明書・本文の108ページにも記載されてい
ます。

外部CD-R/RWドライブを使ってオーディオCDを作
成するには、この“2MIXフォルダー”に格納されて
いるステレオWAVファイルのみがCD-R/RWディス
クへ記録されるようになっています。

そのため、希望のステレオWAVファイルを選択する
には、あらかじめステレオWAVファイルが格納され
ているソングを立ち上げておく必要があります（下記
＜注意＞をお読みください）。

＜覚えておきましょう！＞＜覚えておきましょう！＞＜覚えておきましょう！＞＜覚えておきましょう！＞＜覚えておきましょう！＞：：：：：2MIXフォルダーに格納されているステレオWAVファイルは、オー
ディオCDを作成する前に“2MIX2MIX2MIX2MIX2MIXファイルの再生モードファイルの再生モードファイルの再生モードファイルの再生モードファイルの再生モード”で再生して確認したり、ステレオWAVファ
イルにCUEが登録できます。特に、ライブ録音など複数の曲が記録されているステレオWAVファイル
をオーディオCDにする場合、各曲の頭にCUEを登録しておくことで隙間のないトラック分割が可能に
なります。この場合、オーディオCDを作成する過程で選択するバーニング・モードは、 “Disk at once ”
を選択します（CUEの登録については、次ページから記載の「ステレオステレオステレオステレオステレオWAVWAVWAVWAVWAVファイルの再生ファイルの再生ファイルの再生ファイルの再生ファイルの再生」を参照
してください）。

＜注意＞＜注意＞＜注意＞＜注意＞＜注意＞：：：：：ステレオステレオステレオステレオステレオWAVWAVWAVWAVWAVファイルを再生したりオーディオファイルを再生したりオーディオファイルを再生したりオーディオファイルを再生したりオーディオファイルを再生したりオーディオCDCDCDCDCDを作成するには、を作成するには、を作成するには、を作成するには、を作成するには、変換されたステレオ変換されたステレオ変換されたステレオ変換されたステレオ変換されたステレオWAVWAVWAVWAVWAV
ファイルが格納されているソングを立ち上げておくことが必要ですファイルが格納されているソングを立ち上げておくことが必要ですファイルが格納されているソングを立ち上げておくことが必要ですファイルが格納されているソングを立ち上げておくことが必要ですファイルが格納されているソングを立ち上げておくことが必要です（（（（（下下下下下記記記記記例例例例例ををををを参参参参参照照照照照）））））。。。。。

＜例＞＜例＞＜例＞＜例＞＜例＞：：：：： 5つのソング（01～05）がHDDに記録されている状態で、記録したいステレオWAVファ
イルがソング03の“2MIX2MIX2MIX2MIX2MIXフォルダーフォルダーフォルダーフォルダーフォルダー”に格納されている場合。

⬇
操作を開始する前に必ずソング操作を開始する前に必ずソング操作を開始する前に必ずソング操作を開始する前に必ずソング操作を開始する前に必ずソング0303030303を立ち上げておく。を立ち上げておく。を立ち上げておく。を立ち上げておく。を立ち上げておく。

希望のソングを立ち上げるには、MENUモードの“Song”メニューにある“Select Song ”で選択しま
す。“Select Song ”の詳細は、取扱説明書・本文の114ページを参照してください。
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オーディオオーディオオーディオオーディオオーディオCDCDCDCDCDを作成する前にを作成する前にを作成する前にを作成する前にを作成する前に（（（（（ススススステテテテテレレレレレオオオオオWAVWAVWAVWAVWAVファイルの再生）ファイルの再生）ファイルの再生）ファイルの再生）ファイルの再生）

本機には、CD-DAフォーマットのオーディオCDを作成するために変換したステレオWAVファイルを
再生する、“2MIX2MIX2MIX2MIX2MIXファイルの再生モードファイルの再生モードファイルの再生モードファイルの再生モードファイルの再生モード”を備えています。この再生モードを利用して、オーディオ
CDを作成する前にステレオWAVファイルを再生して確認したり、ステレオWAVファイルにCUEを
登録することができます。

＜注意＞＜注意＞＜注意＞＜注意＞＜注意＞：：：：：“2MIX2MIX2MIX2MIX2MIXファイルの再生モードファイルの再生モードファイルの再生モードファイルの再生モードファイルの再生モード”は、オーディオCDの作成用に変換したステレオWAVファイル
がソングの“2MIX2MIX2MIX2MIX2MIXフォルダーフォルダーフォルダーフォルダーフォルダー”に格納され、かつそのソングが立ち上がっていることが必須です。“2MIX2MIX2MIX2MIX2MIXフォフォフォフォフォ
ルダールダールダールダールダー”にステレオWAVファイルが格納されていないソングでは、“2MIX2MIX2MIX2MIX2MIXファイルの再生モードファイルの再生モードファイルの再生モードファイルの再生モードファイルの再生モード”は機能
しません。なお、“2MIX2MIX2MIX2MIX2MIXファイルの再生モードファイルの再生モードファイルの再生モードファイルの再生モードファイルの再生モード”では、ステレオWAVファイルの再生とCUEの登録／編集
のみが可能で、オーディオ・データの記録やトラック／パートなどの編集は行なえません。

●●●●●     再生するステレオ再生するステレオ再生するステレオ再生するステレオ再生するステレオWAVWAVWAVWAVWAVファイルの選択ファイルの選択ファイルの選択ファイルの選択ファイルの選択
現在立ち上がっているソングの“2MIX2MIX2MIX2MIX2MIXフォルダーフォルダーフォルダーフォルダーフォルダー”から、再生したいステレオWAVファイルを選択します。
下記操作は、ステレオWAVファイルが格納されているソングが立ち上がっていることを前提にしています。

11111））））） 停止状態で停止状態で停止状態で停止状態で停止状態で [ENTER]  [ENTER]  [ENTER]  [ENTER]  [ENTER] キーを押して、キーを押して、キーを押して、キーを押して、キーを押して、MENUMENUMENUMENUMENU
モードへ入ります。モードへ入ります。モードへ入ります。モードへ入ります。モードへ入ります。
MENU選択の1ページ目の画面に変ります。
初めてMENUモードへ入ったときは“  Back”
が反転します。

22222））））） [MENU] [MENU] [MENU] [MENU] [MENU] ダイヤルでダイヤルでダイヤルでダイヤルでダイヤルで     “““““Song Song Song Song Song ”””””を選択して、を選択して、を選択して、を選択して、を選択して、
[ENTER] [ENTER] [ENTER] [ENTER] [ENTER] キーを押します。キーを押します。キーを押します。キーを押します。キーを押します。
ソングの編集メニューを選択する画面に変ります。

33333））））） [MENU] [MENU] [MENU] [MENU] [MENU] ダイヤルでダイヤルでダイヤルでダイヤルでダイヤルで“““““Select 2mix Select 2mix Select 2mix Select 2mix Select 2mix ”””””を選を選を選を選を選
択して、択して、択して、択して、択して、 [ENTER]  [ENTER]  [ENTER]  [ENTER]  [ENTER] キーを押します。キーを押します。キーを押します。キーを押します。キーを押します。
現在立ち上がっているソングの“2MIX2MIX2MIX2MIX2MIXフォルフォルフォルフォルフォル
ダーダーダーダーダー”内にある、ステレオWAVファイルのリス
ト画面に変ります。

＜注意＞＜注意＞＜注意＞＜注意＞＜注意＞：：：：：現在立ち上がっているソングの
“2MIXフォルダー”内に、ステレオWAVファ
イルが格納されていない場合は、 “No stereo
files! ”のポップアップ表示が点灯した後、
“Select 2mix ”が反転する画面に戻ります。
このような場合は、MENUモードから一旦抜
け出し、ソングを選択し直してください。

44444））））） [MENU] [MENU] [MENU] [MENU] [MENU] ダイヤルで再生したいステレオダイヤルで再生したいステレオダイヤルで再生したいステレオダイヤルで再生したいステレオダイヤルで再生したいステレオ
WAVWAVWAVWAVWAVファイルを選択して、ファイルを選択して、ファイルを選択して、ファイルを選択して、ファイルを選択して、 [ENTER]  [ENTER]  [ENTER]  [ENTER]  [ENTER] キーをキーをキーをキーをキーを
押します。押します。押します。押します。押します。
“2MIX2MIX2MIX2MIX2MIXファイルの再生モードファイルの再生モードファイルの再生モードファイルの再生モードファイルの再生モード”のHome画面に
変ります。

このHome画面が表示されている状態で、ステレ
オWAVファイルを再生したり、CUEが登録でき
ます。

＜注意＞＜注意＞＜注意＞＜注意＞＜注意＞：：：：：“2MIX2MIX2MIX2MIX2MIXファイルの再生モードファイルの再生モードファイルの再生モードファイルの再生モードファイルの再生モード”の
Home画面から抜け出すには、操作1～2を
実行した後、“Select Song ”を選択して
[ENTER][ENTER][ENTER][ENTER][ENTER] キーを押してください。その後
[MENU] [MENU] [MENU] [MENU] [MENU] ダイヤルで希望のソングを選択して
[ENTER] [ENTER] [ENTER] [ENTER] [ENTER] キーを押すと、通常のソングが立ち
上がります。
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MAX

MIN

1 2 3 4 8765

MAX

MIN

MASTER

REC SELECT

RECORD STOP PLAY

REWIND F FWD

LOCATE REC ENDLOCATE ABS ZERO

A-B PLAY

9/10 11/12 13/14 15/16

ABC1 DEF2 GHI3 JKL4 MNO5 YZ9PQR6 +-_0STU7 VWX8 DELETE

CONDENSER US METAL

TUBE 60'S COMBO

●●●●●     ステレオステレオステレオステレオステレオWAVWAVWAVWAVWAVファイルの再生ファイルの再生ファイルの再生ファイルの再生ファイルの再生
“2MIXファイルの再生モード”のHome画面が立ち上がっている状態で [PLAY] キーを押して、ステレオ
WAVファイルを再生します。選択したステレオWAVファイルのトラック・データは、Lチャンネルがト
ラック1に立ち上がり、Rチャンネルがトラック2へ立ち上がります。そのため、ステレオWAVファイル
の再生レベルは、本機のトラック1と2のフェーダーでコントロールします。

トラック1と2のフェーダー [MASTER] フェーダー [PLAY] キー

●●●●● CUE CUE CUE CUE CUEポイントの登録ポイントの登録ポイントの登録ポイントの登録ポイントの登録（（（（（11111ファイル最大ファイル最大ファイル最大ファイル最大ファイル最大9999999999個の個の個の個の個のCUECUECUECUECUEが登録可能）が登録可能）が登録可能）が登録可能）が登録可能）
“2MIXファイルの再生モード”では、再生しながら（または停止状態で）任意にCUEを登録することがで
きます。CUEを登録したステレオWAVファイルを“Disk at once”でオーディオCDを作成すると、登録
したCUEリストを基にTOC (Table of contents) が作成されます（“Disk at once”の詳細は、後述9ペー
ジを参照してください）。特に、ライブ録音のように1つのステレオWAVファイルに複数の曲が記録されて
いる場合、各曲の頭にCUEを登録することで、トラックが分割されてCD-R/RWディスクに記録できます。

11111））））） [PLAY] [PLAY] [PLAY] [PLAY] [PLAY] キーを押してファイルを再生しながキーを押してファイルを再生しながキーを押してファイルを再生しながキーを押してファイルを再生しながキーを押してファイルを再生しなが
ら、ら、ら、ら、ら、CUECUECUECUECUEを登録したい位置でを登録したい位置でを登録したい位置でを登録したい位置でを登録したい位置で [STORE]  [STORE]  [STORE]  [STORE]  [STORE] キーキーキーキーキー
を押しますを押しますを押しますを押しますを押します（（（（（停停停停停止止止止止状状状状状態態態態態でででででももももも構構構構構いいいいいままままませせせせせんんんんん）））））。。。。。
CUEリストの画面に変ります。
CUEが何も登録されていないリスト画面では、
下記例のように“<New Entry>”と“C01”が表
示されます。“<New Entry>”は新たなCUEを登
録するときに使用し、右には [STORE]  [STORE]  [STORE]  [STORE]  [STORE] キーを押
したときの時間が表示されます。

＜注意＞＜注意＞＜注意＞＜注意＞＜注意＞：：：：： “<New Entry>”の下に表示され
ている“C01: Cue 01 00m00s”は、ファイ
ルの先頭を示すCUEで、自動的に登録されま
す。なお、このCUEは削除したり編集するこ
とはできません。

22222））））） [MENU] [MENU] [MENU] [MENU] [MENU] ダイヤルでダイヤルでダイヤルでダイヤルでダイヤルで“““““<New Entry><New Entry><New Entry><New Entry><New Entry>”””””を選択を選択を選択を選択を選択
して、して、して、して、して、 [ENTER]  [ENTER]  [ENTER]  [ENTER]  [ENTER] キーを押します。キーを押します。キーを押します。キーを押します。キーを押します。
“<ENTER>”が反転する画面に変ります。

33333））））） “““““<ENTER><ENTER><ENTER><ENTER><ENTER>”””””が反転している状態で、が反転している状態で、が反転している状態で、が反転している状態で、が反転している状態で、
[ENTER] [ENTER] [ENTER] [ENTER] [ENTER] キーを押します。キーを押します。キーを押します。キーを押します。キーを押します。
[STORE] [STORE] [STORE] [STORE] [STORE] キーを押したときの時刻が、CUE02と
して登録されます。ここでは例として、CUEラベ
ルは空白のまま登録します。

＜覚えておきましょう！＞＜覚えておきましょう！＞＜覚えておきましょう！＞＜覚えておきましょう！＞＜覚えておきましょう！＞：：：：：
上記画面の状態からつぎの操作-3を実行する
と、CUE ラベルは未設定のまま登録されま
す。ただし、CUEの登録後でもラベルは設定
可能です。CUEを登録する前、または登録後
にラベルを設定するには、次ページの「CUE
ラベルの入力方法」を参照してください。
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11111））））） 停止状態で停止状態で停止状態で停止状態で停止状態で [STORE]  [STORE]  [STORE]  [STORE]  [STORE] キーを押します。キーを押します。キーを押します。キーを押します。キーを押します。
下記例のような登録画面に変ります。

引き続きCUEを登録するには、同じ要領で操作-
1～操作-4を繰り返してください。
下記図は、再生しながら（または停止中）複数の
CUEを登録した画面の例です。

＜注意＞＜注意＞＜注意＞＜注意＞＜注意＞：：：：： 新たに登録しようとする時間の前
後4秒以内に既存のCUEが登録されている場
合は、“Error Overlap Position! ”のポップ
アップ警告が表示され、登録できません。

なお、未設定のまま登録したCUEラベルの設定
や、タイム・データの編集、および不要なCUEを
削除するには、右記および次ページの操作方法を
参照してください。

未入力のまま登録したCUEラベルは、つぎの手順で入力
します。下記操作は、“2MIX2MIX2MIX2MIX2MIXファイルの再生モードファイルの再生モードファイルの再生モードファイルの再生モードファイルの再生モード”の
Home画面が立ち上がっていることを前提にしています。

55555））））） 登録後登録後登録後登録後登録後 [STOP]  [STOP]  [STOP]  [STOP]  [STOP] キーを押すか、キーを押すか、キーを押すか、キーを押すか、キーを押すか、画面上にあ画面上にあ画面上にあ画面上にあ画面上にあ
るるるるる“““““  Back Back Back Back Back”””””を選択してを選択してを選択してを選択してを選択して [ENTER]  [ENTER]  [ENTER]  [ENTER]  [ENTER] キーをキーをキーをキーをキーを
押します。押します。押します。押します。押します。
登録画面から抜け出し、“2MIX2MIX2MIX2MIX2MIXファイルの再生ファイルの再生ファイルの再生ファイルの再生ファイルの再生
モードモードモードモードモード”のHome画面に変ります。

＜覚えておきましょう！＞＜覚えておきましょう！＞＜覚えておきましょう！＞＜覚えておきましょう！＞＜覚えておきましょう！＞：：：：：
“2MIX2MIX2MIX2MIX2MIXファイルの再生モードファイルの再生モードファイルの再生モードファイルの再生モードファイルの再生モード”のHome画面
からソングのHome画面に変えるには、下記
操作を行ってください。

11111））））） “““““2MIX2MIX2MIX2MIX2MIXファイルの再生モード”ファイルの再生モード”ファイルの再生モード”ファイルの再生モード”ファイルの再生モード”ののののの
HomeHomeHomeHomeHome画面から、画面から、画面から、画面から、画面から、 [ENTER]  [ENTER]  [ENTER]  [ENTER]  [ENTER] キーを押しキーを押しキーを押しキーを押しキーを押し
てててててMENUMENUMENUMENUMENUモードへ入ります。モードへ入ります。モードへ入ります。モードへ入ります。モードへ入ります。

22222））））） [MENU] [MENU] [MENU] [MENU] [MENU] ダイヤルでダイヤルでダイヤルでダイヤルでダイヤルで“““““Song Song Song Song Song ”””””を選択を選択を選択を選択を選択
してしてしてしてして [ENTER]  [ENTER]  [ENTER]  [ENTER]  [ENTER] キーを押します。キーを押します。キーを押します。キーを押します。キーを押します。

33333））））） [MENU] [MENU] [MENU] [MENU] [MENU] ダイヤルでダイヤルでダイヤルでダイヤルでダイヤルで     “““““Select Song Select Song Select Song Select Song Select Song ”””””
を選択してを選択してを選択してを選択してを選択して [ENTER]  [ENTER]  [ENTER]  [ENTER]  [ENTER] キーを押します。キーを押します。キーを押します。キーを押します。キーを押します。

44444））））） [MENU] [MENU] [MENU] [MENU] [MENU] ダイヤルで希望のソングを選ダイヤルで希望のソングを選ダイヤルで希望のソングを選ダイヤルで希望のソングを選ダイヤルで希望のソングを選
択して択して択して択して択して [ENTER]  [ENTER]  [ENTER]  [ENTER]  [ENTER] キーを押します。キーを押します。キーを押します。キーを押します。キーを押します。

22222））））） [MENU] [MENU] [MENU] [MENU] [MENU] ダイヤルで希望のダイヤルで希望のダイヤルで希望のダイヤルで希望のダイヤルで希望のCUECUECUECUECUEを選択して、を選択して、を選択して、を選択して、を選択して、
[ENTER] [ENTER] [ENTER] [ENTER] [ENTER] キーを押します。キーを押します。キーを押します。キーを押します。キーを押します。
例として“C02”を選択すると、“<ENTER>”が
反転する画面に変ります。

点滅

33333））））） [MENU] [MENU] [MENU] [MENU] [MENU] ダイヤルでダイヤルでダイヤルでダイヤルでダイヤルで“““““Label [  ]Label [  ]Label [  ]Label [  ]Label [  ]”””””を選択しを選択しを選択しを選択しを選択し
て、て、て、て、て、 [ENTER]  [ENTER]  [ENTER]  [ENTER]  [ENTER] キーを押します。キーを押します。キーを押します。キーを押します。キーを押します。
[   ] 内左端にカーソルが点滅して、ラベルの入
力が可能になります。

＜覚えておきましょう！＞＜覚えておきましょう！＞＜覚えておきましょう！＞＜覚えておきましょう！＞＜覚えておきましょう！＞：：：：：
CUEリスト画面から、 [MENU]  [MENU]  [MENU]  [MENU]  [MENU] ダイヤルで任意の
CUEを選択した状態で [LOCATE A/IN]  [LOCATE A/IN]  [LOCATE A/IN]  [LOCATE A/IN]  [LOCATE A/IN] キー、また
は [LOCATE B/OUT]  [LOCATE B/OUT]  [LOCATE B/OUT]  [LOCATE B/OUT]  [LOCATE B/OUT] キーを押すと、登録されてい
るCUEポイントへ、速やかにロケートできます。
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44444））））） [STOP] [STOP] [STOP] [STOP] [STOP] キーを押して、キーを押して、キーを押して、キーを押して、キーを押して、“““““2MIX2MIX2MIX2MIX2MIXファイル再生ファイル再生ファイル再生ファイル再生ファイル再生
モード”モード”モード”モード”モード”のののののHomeHomeHomeHomeHome画面に切り換えます。画面に切り換えます。画面に切り換えます。画面に切り換えます。画面に切り換えます。

CUECUECUECUECUEラベルの入力方法ラベルの入力方法ラベルの入力方法ラベルの入力方法ラベルの入力方法
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前述の「CUEラベルの入力方法」と同じ要領で、登録済
みCUEのポジション（時刻）を編集します。下記操作は、
前述と同様CUEの登録画面が表示されていることを前提
にしています。

11111））））） CUECUECUECUECUEの登録画面から、の登録画面から、の登録画面から、の登録画面から、の登録画面から、編集したい編集したい編集したい編集したい編集したいCUECUECUECUECUEを選を選を選を選を選
択して択して択して択して択して [ENTER]  [ENTER]  [ENTER]  [ENTER]  [ENTER] キーを押します。キーを押します。キーを押します。キーを押します。キーを押します。

22222））））） [MENU] [MENU] [MENU] [MENU] [MENU] ダイヤルでダイヤルでダイヤルでダイヤルでダイヤルで“““““PositionPositionPositionPositionPosition”””””を選択してを選択してを選択してを選択してを選択して
[ENTER] [ENTER] [ENTER] [ENTER] [ENTER] キーを押します。キーを押します。キーを押します。キーを押します。キーを押します。
登録済み時刻“***ms”の“***”が点滅します。

33333））））） 点滅している桁で、点滅している桁で、点滅している桁で、点滅している桁で、点滅している桁で、 [MENU]  [MENU]  [MENU]  [MENU]  [MENU] ダイヤルを使っダイヤルを使っダイヤルを使っダイヤルを使っダイヤルを使っ
て数値を入力すると、て数値を入力すると、て数値を入力すると、て数値を入力すると、て数値を入力すると、桁が繰り上がっていき桁が繰り上がっていき桁が繰り上がっていき桁が繰り上がっていき桁が繰り上がっていき
ます。ます。ます。ます。ます。
編集する桁は [REWIND] [REWIND] [REWIND] [REWIND] [REWIND] キーまたは [F FWD] [F FWD] [F FWD] [F FWD] [F FWD] キ
ーで移動できます。

44444））））） 編集後編集後編集後編集後編集後 [ENTER]  [ENTER]  [ENTER]  [ENTER]  [ENTER] キーを押して、キーを押して、キーを押して、キーを押して、キーを押して、入力したタ入力したタ入力したタ入力したタ入力したタ
イムイムイムイムイム・・・・・データを確定します。データを確定します。データを確定します。データを確定します。データを確定します。

55555））））） [MENU] [MENU] [MENU] [MENU] [MENU] ダイヤルでダイヤルでダイヤルでダイヤルでダイヤルで“““““<ENTER><ENTER><ENTER><ENTER><ENTER>”””””を選択しを選択しを選択しを選択しを選択し
た後、た後、た後、た後、た後、 [ENTER]  [ENTER]  [ENTER]  [ENTER]  [ENTER] キーを押して再登録します。キーを押して再登録します。キーを押して再登録します。キーを押して再登録します。キーを押して再登録します。

66666））））） 登録後登録後登録後登録後登録後 [STOP]  [STOP]  [STOP]  [STOP]  [STOP] キーを押すか、キーを押すか、キーを押すか、キーを押すか、キーを押すか、 [MENU]  [MENU]  [MENU]  [MENU]  [MENU] ダダダダダ
イヤルで画面上にあるイヤルで画面上にあるイヤルで画面上にあるイヤルで画面上にあるイヤルで画面上にある“““““  Back Back Back Back Back”””””を選択しを選択しを選択しを選択しを選択し
ててててて [ENTER]  [ENTER]  [ENTER]  [ENTER]  [ENTER] キーを押します。キーを押します。キーを押します。キーを押します。キーを押します。
登録画面から抜け出し、“2MIX2MIX2MIX2MIX2MIXファイルの再生ファイルの再生ファイルの再生ファイルの再生ファイルの再生
モードモードモードモードモード”のHome画面に変ります。

“2MIX2MIX2MIX2MIX2MIXファイルの再生モードファイルの再生モードファイルの再生モードファイルの再生モードファイルの再生モード”から抜け出すには、
前述7ページ記載の＜覚えておきましょう！覚えておきましょう！覚えておきましょう！覚えておきましょう！覚えておきましょう！＞を
参照して、希望のソングを選択してください。

同じ要領で、登録済みのCUEを削除します。下記操作は、
前述と同様CUEの登録画面が表示されていることを前提
にしています。

11111））））） CUECUECUECUECUEの登録画面から、の登録画面から、の登録画面から、の登録画面から、の登録画面から、削除したい削除したい削除したい削除したい削除したいCUECUECUECUECUEを選を選を選を選を選
択して択して択して択して択して [ENTER]  [ENTER]  [ENTER]  [ENTER]  [ENTER] キーを押します。キーを押します。キーを押します。キーを押します。キーを押します。

22222））））） [MENU] [MENU] [MENU] [MENU] [MENU] ダイヤルでダイヤルでダイヤルでダイヤルでダイヤルで“““““<DELETE><DELETE><DELETE><DELETE><DELETE>”””””を選択しを選択しを選択しを選択しを選択し
ててててて [ENTER]  [ENTER]  [ENTER]  [ENTER]  [ENTER] キーを押します。キーを押します。キーを押します。キーを押します。キーを押します。
選択したCUEが削除された、登録画面に変りま
す。

33333））））） 削除後削除後削除後削除後削除後 [STOP]  [STOP]  [STOP]  [STOP]  [STOP] キーを押すか、キーを押すか、キーを押すか、キーを押すか、キーを押すか、画面上にあ画面上にあ画面上にあ画面上にあ画面上にあ
るるるるる“““““  Back Back Back Back Back”””””を選択してを選択してを選択してを選択してを選択して [ENTER]  [ENTER]  [ENTER]  [ENTER]  [ENTER] キーをキーをキーをキーをキーを
押します。押します。押します。押します。押します。
登録画面から抜け出し、“2MIX2MIX2MIX2MIX2MIXファイルの再生ファイルの再生ファイルの再生ファイルの再生ファイルの再生
モードモードモードモードモード”のHome画面に変ります。

“2MIX2MIX2MIX2MIX2MIXファイルの再生モードファイルの再生モードファイルの再生モードファイルの再生モードファイルの再生モード”から抜け出すには、
前述7ページ記載の＜覚えておきましょう！覚えておきましょう！覚えておきましょう！覚えておきましょう！覚えておきましょう！＞を
参照して、希望のソングを選択してください。

44444））））） 入力後入力後入力後入力後入力後 [ENTER]  [ENTER]  [ENTER]  [ENTER]  [ENTER] キーを押します。キーを押します。キーを押します。キーを押します。キーを押します。
“Label [Cue 02 ] ”が反転する画面に変ります。

55555））））） [MENU] [MENU] [MENU] [MENU] [MENU] ダイヤルでダイヤルでダイヤルでダイヤルでダイヤルで“““““<ENTER><ENTER><ENTER><ENTER><ENTER>”””””を選択しを選択しを選択しを選択しを選択し
て、て、て、て、て、 [ENTER]  [ENTER]  [ENTER]  [ENTER]  [ENTER] キーを押します。キーを押します。キーを押します。キーを押します。キーを押します。
入力したCUEラベルが登録され、下記画面に変
ります。

他のラベルを登録する場合、あるいは登録済みラ
ベルを修正する場合は、同じ要領で操作を繰り返
してください。

66666））））） 登録後登録後登録後登録後登録後 [STOP]  [STOP]  [STOP]  [STOP]  [STOP] キーを押すか、キーを押すか、キーを押すか、キーを押すか、キーを押すか、画面上にあ画面上にあ画面上にあ画面上にあ画面上にあ
るるるるる“““““  Back Back Back Back Back”””””を選択してを選択してを選択してを選択してを選択して [ENTER]  [ENTER]  [ENTER]  [ENTER]  [ENTER] キーをキーをキーをキーをキーを
押します。押します。押します。押します。押します。
登録画面から抜け出し、“2MIX2MIX2MIX2MIX2MIXファイルの再生ファイルの再生ファイルの再生ファイルの再生ファイルの再生
モードモードモードモードモード”のHome画面に変ります。

“2MIX2MIX2MIX2MIX2MIXファイルの再生モードファイルの再生モードファイルの再生モードファイルの再生モードファイルの再生モード”から抜け出すには、
前述7ページ記載の＜覚えておきましょう！覚えておきましょう！覚えておきましょう！覚えておきましょう！覚えておきましょう！＞を
参照して、希望のソングを選択してください。

文字入力文字入力文字入力文字入力文字入力キーを使って、任意のCUEラベルを入
力します。異なった文字入力キーを押すと、カー
ソルは自動的に移動しますが、同じキーを使い続
けて入力するときは、 [MENU]  [MENU]  [MENU]  [MENU]  [MENU] ダイヤルでカーソ
ルを移動してください。
ここでは例として、CUEラベルに“Cue 02”を
入力します。
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登録済み登録済み登録済み登録済み登録済みCUECUECUECUECUEのポジションを編集のポジションを編集のポジションを編集のポジションを編集のポジションを編集

登録済み登録済み登録済み登録済み登録済みCUECUECUECUECUEの削除の削除の削除の削除の削除
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USB USB HOST MIDI OUT DIGITAL OUT FOOT SW

INPUT A SEL

GTR CLEAN MIC/LINE

GTR DIST

オーディオオーディオオーディオオーディオオーディオCDCDCDCDCDの作成の作成の作成の作成の作成

外部CD-R/RWドライブは、専用のUSBケーブル（本機には付属しておりません）を使って、下記図
の要領でリアパネル部にある [USB HOST]  [USB HOST]  [USB HOST]  [USB HOST]  [USB HOST] ポートポートポートポートポートへ接続します。

USBケーブル[USB HOST] ポート
USB 1.1 Aタイプ（標準）

CD-R/RWドライブ

CD-R/RWディスク

下記操作手順は、あらかじめつぎの準備が整っていることを前提にして記載されています。

●本機とCD-R/RWドライブがUSBケーブルで正しく接続され、双方の電源がオンになっている。
●オーディオCDを作成するためのステレオWAVファイルが格納されているソングが、立ち上がっている。

“““““Track at onceTrack at onceTrack at onceTrack at onceTrack at once”””””ととととと     “““““Disk at onceDisk at onceDisk at onceDisk at onceDisk at once”””””についてについてについてについてについて
CD-DAのオーディオCDを作成する場合、作成の過程でBurning mode（バーニング・モード）を
用途に応じて選択します。バーニング・モードには、下記２つのモードがあります。

“““““Track at onceTrack at onceTrack at onceTrack at onceTrack at once”””””
ステレオWAVファイルの記録終了後、ディスクをファイナライズするまで「追記」が可能なモードです。
一曲記録するごとにTOCが作成され、複数の曲を記録して作成したオーディオCDは、各曲間に約2秒
の無音（ミュート）が自動的に記録されます。

“““““Disk at onceDisk at onceDisk at onceDisk at onceDisk at once”””””
１つのステレオWAVファイルを記録終了後、自動的にディスクをファイナライズするモードで、「追記」
はできません。なお、前述の “2MIXファイルの再生モード”で、あらかじめステレオWAVファイルに
CUEリストが登録されていると、CUEリストを基にTOCが作成されて隙間のないトラック分割が行われ
てオーディオCDが作成されます（注意：CUEリストのないままオーディオCDを作成した場合は、トラッ
クは分割されません）。
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11111））））） 外部外部外部外部外部CD-R/RWCD-R/RWCD-R/RWCD-R/RWCD-R/RWドライブに、ドライブに、ドライブに、ドライブに、ドライブに、未記録のディス未記録のディス未記録のディス未記録のディス未記録のディス
クをセットします。クをセットします。クをセットします。クをセットします。クをセットします。
トレイの開閉は、ドライブ側で操作します。

22222））））） 停止状態で停止状態で停止状態で停止状態で停止状態で [ENTER]  [ENTER]  [ENTER]  [ENTER]  [ENTER] キーを押して、キーを押して、キーを押して、キーを押して、キーを押して、MENUMENUMENUMENUMENU
モードへ入ります。モードへ入ります。モードへ入ります。モードへ入ります。モードへ入ります。
MENU選択の1ページ目の画面に変ります。

33333））））） [MENU] [MENU] [MENU] [MENU] [MENU] ダイヤルでダイヤルでダイヤルでダイヤルでダイヤルでMENUMENUMENUMENUMENU選択の選択の選択の選択の選択の22222ページページページページページ
目にある目にある目にある目にある目にある“““““USB HOST USB HOST USB HOST USB HOST USB HOST ”””””を選択して、を選択して、を選択して、を選択して、を選択して、
[ENTER] [ENTER] [ENTER] [ENTER] [ENTER] キーを押します。キーを押します。キーを押します。キーを押します。キーを押します。
USB HOSTメニューの選択画面に変ります。
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66666））））） [MENU] [MENU] [MENU] [MENU] [MENU] ダイヤルで希望のダイヤルで希望のダイヤルで希望のダイヤルで希望のダイヤルで希望のWAVWAVWAVWAVWAVファイルをファイルをファイルをファイルをファイルを
選択して、選択して、選択して、選択して、選択して、 [ENTER]  [ENTER]  [ENTER]  [ENTER]  [ENTER] キーを押します。キーを押します。キーを押します。キーを押します。キーを押します。
CD-R/RWディスクへの書き込みが始まり、選択
したバーニング・モードによって、それぞれつぎ
のような画面に変ります。

ディスクへの書き込み中は“Writing...”が点灯し、
HDDのアクセスを示す“ACC”が点滅します。
また、CD-R/RWドライブのACCESS LEDも点
滅しますので、このような状態にあるときは、絶
対に電源を切ったり、ドライブのイジェクト・キ
ーを操作しないでください。

なお、データの書き込み中は、本機の操作キーは
一切受け付けません。

＜＜＜＜＜Track at onceTrack at onceTrack at onceTrack at onceTrack at onceでの書き込み中＞での書き込み中＞での書き込み中＞での書き込み中＞での書き込み中＞

＜＜＜＜＜Disk at onceDisk at onceDisk at onceDisk at onceDisk at onceでの書き込み中＞での書き込み中＞での書き込み中＞での書き込み中＞での書き込み中＞

44444））））） [MENU] [MENU] [MENU] [MENU] [MENU] ダイヤルでダイヤルでダイヤルでダイヤルでダイヤルで“““““CD Burn CD Burn CD Burn CD Burn CD Burn ”””””を選択しを選択しを選択しを選択しを選択し
て、て、て、て、て、 [ENTER]  [ENTER]  [ENTER]  [ENTER]  [ENTER] キーを押します。キーを押します。キーを押します。キーを押します。キーを押します。
バーニング・モードの選択画面に変ります。
用途に応じて“Track at once ”または“Disk at
once”を選択します（前ページを参照）。

＜注意＞＜注意＞＜注意＞＜注意＞＜注意＞：：：：： [MENU] ダイヤルでUSB HOST
メニューを選択したとき、画面下に“Not
Mounted”が点灯するときは、本機とCD-R/
RWドライブが正しく接続されていないこと
を示しています。

この状態で [ENTER] キーを押すと、下記
ポップアップ表示が点灯して警告します。

このような場合には、本機のHDDおよびCD-
R/RWドライブのアクセスが停止している状
態で、USBケーブルを抜き差ししてくださ
い。その後、“Not Mounted ”が点灯しないこ
とを確認して、 [ENTER] キーを押してくださ
い。

55555））））） [MENU] [MENU] [MENU] [MENU] [MENU] ダイヤルでバーニングダイヤルでバーニングダイヤルでバーニングダイヤルでバーニングダイヤルでバーニング・・・・・モードを選モードを選モードを選モードを選モードを選
択して、択して、択して、択して、択して、 [ENTER]  [ENTER]  [ENTER]  [ENTER]  [ENTER] キーを押します。キーを押します。キーを押します。キーを押します。キーを押します。
現在立ち上がっているソングの“2MIX2MIX2MIX2MIX2MIXフォルダフォルダフォルダフォルダフォルダ
ーーーーー”内にある“ステレオステレオステレオステレオステレオWAVWAVWAVWAVWAVファイルファイルファイルファイルファイル”の選択
画面に変ります。下記図例は、フォルダー内に１
つのWAVファイルが格納されていることを示し
ています。

＜注意＞＜注意＞＜注意＞＜注意＞＜注意＞：：：：： “2MIXフォルダー”内に複数の
ステレオWAVファイルが格納されている場
合は、下記例のようにファイル・リストが表
示されます。 [MENU] ダイヤルで希望のステ
レオWAVファイルを選択して、“CD Burn”
が実行できます（ファイル・リストは、最大
10個まで表示可能です）。
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＜注意＞＜注意＞＜注意＞＜注意＞＜注意＞：：：：： 選択したステレオWAVファイル
の容量が、現在セットされているCD-R/RW
ディスクの記録可能な容量より大きい場合は、
下記ポップアップ表示が点灯して、書き込み
できません（[ENTER] [ENTER] [ENTER] [ENTER] [ENTER] キーを押すと表示は消
えます）。容量の大きいディスクと交換してか
ら、再度同じ操作を行ってください。

ディスクへの書き込みが全て終了すると、それぞ
れ下記画面に変わり“Completed ! ”が点灯して
アクセスも停止します。

＜＜＜＜＜Track at onceTrack at onceTrack at onceTrack at onceTrack at onceでの記録終了時＞での記録終了時＞での記録終了時＞での記録終了時＞での記録終了時＞

＜＜＜＜＜Disk at onceDisk at onceDisk at onceDisk at onceDisk at onceでの記録終了時＞での記録終了時＞での記録終了時＞での記録終了時＞での記録終了時＞

77777））））） 表示に従って、表示に従って、表示に従って、表示に従って、表示に従って、 [ENTER]  [ENTER]  [ENTER]  [ENTER]  [ENTER] キーを押します。キーを押します。キーを押します。キーを押します。キーを押します。
USB HOSTメニューを選択する画面に戻り、
“CD Burn ”が反転します。

“Disk at once ”で記録した場合は、記録終了後
自動的にファイナライズ処理され、ディスクがイ
ジェクトされます。必要に応じて、14ページ記
載の「「「「「フフフフファァァァァイイイイイナナナナナララララライイイイイズズズズズ後後後後後のののののTOCTOCTOCTOCTOC情報を確認」情報を確認」情報を確認」情報を確認」情報を確認」で、
TOC情報を確認してください。

“Track at once ”で記録した場合は、つぎの操作-
8でファイナライズが必要です。ただし、複数の
ステレオWAVファイルを引き続き記録する場合
には、上記画面の状態から操作-4～6を繰り返
し、全ての記録終了後にファイナライズを実行し
てください。なお、“Track at once ”で記録した
ときは、ファイナライズする前でも後でも、TOC
情報が確認できます。特に、複数のステレオWAV
ファイルを記録する場合は、TOC情報でディス
クの記録可能な容量（リメイン）を確認しながら
作業することをお勧めします（13ページ参照）。

88888））））） [MENU] [MENU] [MENU] [MENU] [MENU] ダイヤルでダイヤルでダイヤルでダイヤルでダイヤルで“““““CD Finalize CD Finalize CD Finalize CD Finalize CD Finalize ”””””を選を選を選を選を選
択して、択して、択して、択して、択して、 [ENTER]  [ENTER]  [ENTER]  [ENTER]  [ENTER] キーを押します。キーを押します。キーを押します。キーを押します。キーを押します。
ファイナライズを実行するかどうかを選択する画
面に変り、“[CANCEL]”が反転します。
ファイナライズを実行するには“[EXECUTE]”を
選択し、中止するときは“[CANCEL]”を選択し
ます。
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99999））））） [MENU] [MENU] [MENU] [MENU] [MENU] ダイヤルでダイヤルでダイヤルでダイヤルでダイヤルで“““““[EXECUTE][EXECUTE][EXECUTE][EXECUTE][EXECUTE]”””””を選択を選択を選択を選択を選択
して、して、して、して、して、 [ENTER]  [ENTER]  [ENTER]  [ENTER]  [ENTER] キーを押します。キーを押します。キーを押します。キーを押します。キーを押します。
ファイナライズの実行画面に変ります。
ファイナライズが終了すると“Completed ”が点
灯して、CD-R/RWドライブから自動的にディス
クがイジェクトされます。

＜注意＞＜注意＞＜注意＞＜注意＞＜注意＞：：：：： “Track at once ”で記録したディ
スクをファイナライズすると、追記録できな
くなります。イジェクトされたディスクをド
ライブに再ロードして追記しようとすると、
“Already Finalized ”のポップアップ表示が点
灯して、記録することができません。
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1010101010））））） 画面の指示に従って、画面の指示に従って、画面の指示に従って、画面の指示に従って、画面の指示に従って、 [ENTER]  [ENTER]  [ENTER]  [ENTER]  [ENTER] キーを押しキーを押しキーを押しキーを押しキーを押し
ます。ます。ます。ます。ます。
USB HOSTメニューを選択する画面に戻り、
“CD Finalize ”が反転します。

1111111111））））） [STOP] [STOP] [STOP] [STOP] [STOP] キーを押して、キーを押して、キーを押して、キーを押して、キーを押して、MENUMENUMENUMENUMENUモードから抜モードから抜モードから抜モードから抜モードから抜
け出します。け出します。け出します。け出します。け出します。
画面上にある“  Back”を選択して [ENTER][ENTER][ENTER][ENTER][ENTER]
キーを押す操作を繰り返すことでも、MENUモー
ドから抜け出すことができます。

ファイナライズ終了後TOC情報を確認するには、
14ページ記載の「ファイナライズ後のファイナライズ後のファイナライズ後のファイナライズ後のファイナライズ後のTOCTOCTOCTOCTOC情報情報情報情報情報
を確認を確認を確認を確認を確認」を参照してください。
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トラック1

トラック1

トラック2

トラック3

トラック4

：約2秒間の無音（ミュート）

＜覚えておきましょう！＞
“Track at once ”または“Disk at once ”で作成したオーディオCDは、下記図のようにCD-R/RWディスクに
記録されます。

●●●●● １つのステレオ１つのステレオ１つのステレオ１つのステレオ１つのステレオWAVWAVWAVWAVWAVファイルをファイルをファイルをファイルをファイルを“““““Track at once ”””””で作成した場合で作成した場合で作成した場合で作成した場合で作成した場合：：：：：

●●●●●“““““Track at once ”””””ででででで44444つのステレオつのステレオつのステレオつのステレオつのステレオWAVWAVWAVWAVWAVファイルを追記して作成した場合ファイルを追記して作成した場合ファイルを追記して作成した場合ファイルを追記して作成した場合ファイルを追記して作成した場合：：：：：
トラック間に2秒の無音が作成されて分割されます。

トラック1

●●●●● CUE01 (C01)CUE01 (C01)CUE01 (C01)CUE01 (C01)CUE01 (C01)のみが登録されているステレオのみが登録されているステレオのみが登録されているステレオのみが登録されているステレオのみが登録されているステレオWAVWAVWAVWAVWAVファイルを、ファイルを、ファイルを、ファイルを、ファイルを、“““““Disk at once ”””””で作成したで作成したで作成したで作成したで作成した
場合場合場合場合場合：：：：：

●●●●● CUE01 (C01)CUE01 (C01)CUE01 (C01)CUE01 (C01)CUE01 (C01)以外に以外に以外に以外に以外に33333つのつのつのつのつのCUECUECUECUECUEを登録したステレオを登録したステレオを登録したステレオを登録したステレオを登録したステレオWAVWAVWAVWAVWAVファイルを、ファイルを、ファイルを、ファイルを、ファイルを、“““““Disk at once ”””””で作で作で作で作で作
成した場合成した場合成した場合成した場合成した場合：：：：：
トラック間に無音が無く分割されます。

トラック1

トラック2

トラック3

トラック4
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TOCTOCTOCTOCTOC情報の確認情報の確認情報の確認情報の確認情報の確認

TOC情報は、記録したディスクのファイナライズ処理前でも、ファイナライズ処理後でも確認するこ
とができます（“Disk at once ”で記録したディスクはファイナライズ処理後のみ）。
特に、“Track at once ”で複数のステレオWAVファイルを追記するときは、CD-R/RWディスクの記
録可能な容量（リメイン）を確認しながら作業することをお勧めします。

*TOC*TOC*TOC*TOC*TOC：：：：：Table of contentsの略で、音楽CDのトラック（曲）数や、演奏時間などを
管理するデータ領域を意味しています。

●●●●●     ファイナライズ処理前のファイナライズ処理前のファイナライズ処理前のファイナライズ処理前のファイナライズ処理前のTOCTOCTOCTOCTOC情報を確認情報を確認情報を確認情報を確認情報を確認（（（（（“““““Track at once ”””””で記録したディスクのみ）で記録したディスクのみ）で記録したディスクのみ）で記録したディスクのみ）で記録したディスクのみ）

下記操作は、前述の「オーディオCDの作成」において、“Track at once ”で記録したファイナライズ
処理前の状態で、ディスプレイには“CD Burn ”が反転していることを前提にしています。

11111））））） “““““CD Burn CD Burn CD Burn CD Burn CD Burn ”””””が反転している状態からが反転している状態からが反転している状態からが反転している状態からが反転している状態から
[MENU] [MENU] [MENU] [MENU] [MENU] ダイヤルでダイヤルでダイヤルでダイヤルでダイヤルで“““““CD TOC CD TOC CD TOC CD TOC CD TOC ”””””を選択しを選択しを選択しを選択しを選択し
て、て、て、て、て、 [ENTER]  [ENTER]  [ENTER]  [ENTER]  [ENTER] キーを押します。キーを押します。キーを押します。キーを押します。キーを押します。
“Please wait...”を表示した後、記録した曲の記
録時間とリメインを表示する画面に変ります。

＜注意＞＜注意＞＜注意＞＜注意＞＜注意＞：：：：： “Track at once ”で複数のステ
レオWAVファイルを連続して記録したディ
スクでは、下記例のようにTOC情報が表示さ
れ、リメインも確認できます。

22222））））） TOCTOCTOCTOCTOC情報を確認したら、情報を確認したら、情報を確認したら、情報を確認したら、情報を確認したら、 [MENU]  [MENU]  [MENU]  [MENU]  [MENU] ダイヤルでダイヤルでダイヤルでダイヤルでダイヤルで
カーソルをカーソルをカーソルをカーソルをカーソルを“““““  Back Back Back Back Back”””””に移動して、に移動して、に移動して、に移動して、に移動して、 [ENTER] [ENTER] [ENTER] [ENTER] [ENTER]
キーを押します。キーを押します。キーを押します。キーを押します。キーを押します。
“CD TOC ”が反転する画面に変ります。

TOC情報の確認後“Track at once ”モードで追
記録するには、“CD BURN ”を選択して
[ENTER] [ENTER] [ENTER] [ENTER] [ENTER] キーを押した後、前述と同様他のステ
レオWAVファイルを選択して記録を続けます
（前述8ページを参照してください）。

また、TOC情報の確認後ディスクをファイナラ
イズするには、“CD Finalize ”を選択して
[ENTER][ENTER][ENTER][ENTER][ENTER] キーを押してください（前述11ページ
を参照してください）。
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●●●●●     ファイナライズ処理後のファイナライズ処理後のファイナライズ処理後のファイナライズ処理後のファイナライズ処理後のTOCTOCTOCTOCTOC情報を確認情報を確認情報を確認情報を確認情報を確認

下記操作は、前述の「オーディオCDの作成」において、“Disk at once ”で記録後自動的にファイナ
ライズされたディスク、または“Track at once ”で記録後ファイナライズしたディスクがCD-R/RW
ドライブからイジェクトされている状態で、ディスプレイは“CD Finalize  ”が反転していることを
前提にしています。

11111））））） イジェクトされているイジェクトされているイジェクトされているイジェクトされているイジェクトされているCD-R/RWCD-R/RWCD-R/RWCD-R/RWCD-R/RWドライブドライブドライブドライブドライブ
のトレイを、のトレイを、のトレイを、のトレイを、のトレイを、クローズします。クローズします。クローズします。クローズします。クローズします。
ドライブのトレイ前面を、手で軽く押し込んでく
ださい。ディスクをロードして、ディスプレイは
“CD Finalize ”が反転しています。

＜注意＞＜注意＞＜注意＞＜注意＞＜注意＞：：：：： トレイをクローズすると、ドライ
ブがディスク情報を読み込むため、アクセス
LEDが点滅します。そのため、ドライブのア
クセスが完全に停止して、アクセスLED が消
灯していることを確認してから操作してくだ
さい。

22222））））） [MENU] [MENU] [MENU] [MENU] [MENU] ダイヤルでダイヤルでダイヤルでダイヤルでダイヤルで     “““““CD TOC CD TOC CD TOC CD TOC CD TOC ”””””を選択を選択を選択を選択を選択
して、して、して、して、して、 [ENTER]  [ENTER]  [ENTER]  [ENTER]  [ENTER] キーを押します。キーを押します。キーを押します。キーを押します。キーを押します。
“Please wait...”が点灯した後、前述の「ファイファイファイファイファイ
ナライズ処理前のナライズ処理前のナライズ処理前のナライズ処理前のナライズ処理前のTOCTOCTOCTOCTOC情報を確認情報を確認情報を確認情報を確認情報を確認」と同様、現
在記録されているトラックのTOC情報を表示し
ます。

ファイナライズ処理した後のTOC情報では、リ
メインの値が“0h00m00s”を表示します。
これは、ファイナライズ処理した後のディスクに
は、これ以上追記録できないことを示していま
す。

＜注意＞＜注意＞＜注意＞＜注意＞＜注意＞：：：：：“Track at once ”で複数のステレ
オWAVファイルを連続して記録したディス
クや、“Disk at once ”でCUEリストを基に
TOCを作成したディスクでは、下記例のよう
にTOC情報が表示されます（もちろんリメイ
ンは“0h00m00s”になります）。

33333））））） TOCTOCTOCTOCTOC情報を確認したら、情報を確認したら、情報を確認したら、情報を確認したら、情報を確認したら、 [STOP]  [STOP]  [STOP]  [STOP]  [STOP] キーを押しキーを押しキーを押しキーを押しキーを押し
てててててMENUMENUMENUMENUMENUモードから抜け出します。モードから抜け出します。モードから抜け出します。モードから抜け出します。モードから抜け出します。
Home画面に変ります。

＜覚えておきましょう！＞＜覚えておきましょう！＞＜覚えておきましょう！＞＜覚えておきましょう！＞＜覚えておきましょう！＞：：：：： 本機で作成し
たオーディオCD以外に、市販のオーディオ
CDもTOCが確認できます（注意：一部TOC
が表示されない市販ディスクもあります）。

CD-R/RWドライブに市販のディスクをロー
ドして、MENUモードの“USB HOST”メ
ニューを使って、前述同様の操作を行ってく
ださい。なお、本機で確認できる市販ディス
クのTOC情報は、トラック数と記録時間のみ
で、トラックのタイトルなどは表示しません。
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